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例 会 場：ひだホテルプラザ 3 階「吉祥の間」 

司会進行：高山中央 RC 幹事 中田 專太郎 

 

 

＜点 鐘＞ 会長 山本 辰男 

＜ロータリーソング＞ 奉仕の理想 

 

＜本日のビジター＞  

上田ロータリークラブ    関 陸夫 様 

 

＜本日のゲスト＞  

国際ロータリー第 2630 地区ガバナー 

 加賀 修 様 

国際ロータリー第 2630 地区代表幹事 

 一色 利之 様 

国際ロータリー濃飛グループガバナー補佐 

 勝川 生年 様 

国際ロータリー第 2630 地区幹事 

 水谷 茂樹 様 

 

 

＜会長の時間＞ 会長 山本 辰男 
 

大変暑い日が続いていますが、お盆の休みも昨日の日曜日

で大体終わり高山の町もチョッと静かだったような気が

します。 

そんな高山へ遠路、加賀

ガバナーをはじめ一色代

表幹事・勝川ガバナー補

佐・水谷地区幹事に来て

頂きました。ありがとう

ございます。後程卓話を

頂きます。宜しくお願い

します。 

本日は三クラブ合同の例会ですので、大分前の話になりま

すが三つのクラブに関係ある話をしたいと思います。高山

中央ロータリークラブが一番後発なクラブです。その頃、

平均年齢も若く新会員を獲得するのにこんなフレーズを

考案した人がいます。三つのクラブの違いはと聞かれたら、

懇親会に高山クラブさんは芸者を呼ぶし、西クラブさんは

着物のお姉さんを呼ぶし、中央はミニスカートのコンパニ

オンを呼ぶし、又、宴席の余興は高山クラブさんは俳句を

ひねる、西クラブさんは川柳をひねる、中央はひねるもの

が違うんだな。 

今でも、もちろん中央が一番のペイペイですが、平均年齢

もあまり変わらなくなりました。しかし、気持ちだけは今

も？ 

さて、親睦ばかりではなく、ロータリーのもう一つの大事

な柱、奉仕についても、CLP なども導入し、チョッとずつ

将来違いが生まれてくるのかとも思います。もちろん職業

奉仕を通してでしょうが、そんな違いをこんな一言のフレ

ーズで新しく会員を勧誘するのに、いえる策士が現れると

いいなあと思います。 

 

 

＜歓迎の挨拶＞  

高山ＲＣ会長     土田 貢 様 
 

みなさん、こんにちは。今日はお暑い中ご出席ありがとう

ございます。 

また、国際ロータリー第 2630地区ガバナー加賀 修 様、

代表幹事一色利之 様 、地区幹事水谷 茂樹 様、よう

こそおいでくださいました。心より歓迎申し上げます。 

そして、濃飛グループガバナー補佐 勝川 生年 様、地

区役員の皆様、ご出席誠にありがとうございます。 

◆会長  山本 辰男   ◆幹事  中田 専太郎   ◆会報委員長 前越 路子  ◆会報担当 中田 学 

 

 会員数 出席会員 出席 Make-up 出席率 

本 日 

974 回 
51 名 50 名 47 名 － 92.00% 

前々回 

972 回 
51 名 50 名 34 名 8 名 84.00% 

＜出席報告＞ 創立 1991 年 5 月 20 日 

◇事務局  高山市花岡町 1-15 丸越商事 4Ｆ 

        TEL：0577-36-0730/FAX：0577-36-1488 

◇例会場  ひだホテルプラザ 3Ｆ/TEL：0577-33-4600 

◇例会日  毎週月曜日 PM12：30～ 

◇ホームページ  http://www.takayamacrc.jp/ 

WEEKLY REPORT 

Ｒ．Ｉ．第２６３０地区 高山中央ロータリークラブ 

WEEKLY REPORT 

2013～2014年度 高山中央 RC 会長テーマ 

「楽しい時(例会)が素晴らしい人生(ロータリー)を創る」 
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6 月にガバナーと代表幹事のお二人がお見えになり、電車

時間待ちの小一時間、高山を案内させて頂きましたが、あ

の司馬遼太郎が「飛騨の工(たくみ)がいまも生き続けてい

るようで、どこか物語めいている町」と『街道をゆく』の

中で書いた世界を少しでも味わって頂けたらと思ってお

ります。 

今日、昼間は全国並みに暑いのですが、3000 メートル級

の山々に囲まれた高山です。夕刻から朝にかけてやや肌寒

さを感ずるほど気温が下がり、今夜お泊りになるガバナー

は快適にお休みになられると思います。ゆっくりと涼をと

って頂き明日からの英気を養って頂きたいと思います。 

ガバナーは真理を外にではなく自分自身に求めよと「脚下

照顧」をスローガンにされ、元気なクラブづくりを考えて

おられます。私達もそのようなクラブになるようお手伝い

させて頂き頑張っていきたいと思います。 

加賀ガバナーには本日を含めこれからも引き続きご指導

ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。 

併せて今日ご出席の皆様方の益々のご健康と第2630 地区

の発展を祈念して意は尽くせませんが、歓迎のあいさつと

させて頂きます。 

 

 

＜ガバナー紹介＞ 
ガバナー補佐 勝川 生年 様 

 

高山の皆様 こんにちは。 勝川でございます。それでは、

ガバナーの紹介をさせて頂きます。ロータリー歴ですが、

１９８０年に桑名西ロータリークラブに入会されました。

２００２～２００３年に桑員分区のガバナー補佐をされ、

２０１２年にガバナーノミニーをされ現在に至っており

ます。ご職業は、陶芸家 加賀 瑞山 第３代目であり、

御子息が４代目を目指して頑張っておられると聞いてお

ります。桑名の万古焼をなさっておられます。１９８７年

に桑名市の無形文化財の認定を受けられ、２００１年には

三重県の重要無形文化財の認定を受けられておられます。

公職として、桑名市の文化審議委員会の副会長をされてお

られます。それから、加賀ガバナーの思いを紹介したいと

思います。３月１６日の会長エレクトセミナーの時、最後

に８０クラブの会長のお名前を封筒に書かれまして、お一

人お一人壇上に上がって頂き握手をされながら渡されま

した。会長さんと深くロータリーの付き合いがしたいと言

うお気持ちがすごく表れていたと私は思っています。この

熱い御気持ちを大事にしたいと思います。例会の後、各ク

ラブと会長幹事懇談会、その後懇親会とありますが、加賀

ガバナーのお近くに来ていただいて加賀ガバナーのお人

柄とお気持ちを知って頂きたいと思います。簡単ではござ

いますが加賀ガバナーの紹介とさせて頂きます。ありがと

うございました。 

 

＜ガバナー卓話＞ 

国際ロータリー第 2630 地区ガバナー 

 加賀 修 様 

 

皆様、こんにちは。 

お盆も過ぎましたが、残暑の厳しい毎日で、涼しさが待た

れます。 

私は、2013-14 年度ガバナーをさせて頂いて居ります、桑

名西ロータリークラブの加賀 修です。職業は、陶芸家・

三代目瑞山です。抹茶々盌とか水指とか茶道の道具を作っ

ています。 

年度に入り 10ヵ所目の公式訪問です。 

高山ロータリークラブの皆様には 6月以来、ふたたびお目

にかかれて幸いです。 

本日は勝川 生年 AGにはお世話になります。ホストクラ

ブの高山中央ロータリークラブの皆様にもお世話になり

ましてありがとうございます。 

高山ロータリークラブより 

桑月 心ＰＧにはいつもご指導を頂きありがとうござ

います。 

青山 真琴 ロータリー財団監査委員  

新谷 尚樹 社会奉仕部門委員長 を 

高山西ロータリークラブより 

伊藤 松寿 広報部門副委員長 を 

高山中央ロータリークラブより 

劔田 広喜 財務管理委員 

永家 将嗣 青少年育成小委員会委員長 

として出向して頂いて居ります。今後共、宜しくお願い致

します。 

ロータリーは色々な人と出会える場です。出会いを伝えに

各クラブへ訪問させて頂ければいいのかなぁと思ってい

ます。 

しかし、世界 534 名のガバナーはＲＩの役員と位置付けら

れていますので、ロンＤ・バートンＲＩ会長の『テーマ』

にそって、『ロータリーを実践し、みんなに豊かな人生を』

と会長賞への挑戦（7月 1日～3月 31 日まで） 

１、会員増強の推進 純増 1名（3月の時点で 6月末を見

据えてます） 

１、ロータリー財団を通じた人道的奉仕も充実 

  本年度より、未来の夢計画が実施されています。 

自分達で計画した事（夢）が実現されます。その為に

も１人 150＄をお願いします。 

１、ロータリー・ファミリーを通じたネットワークの強化 

  親睦をクラブ・家族・その他の方々と。 

 

2630地区は34地区の中でもいつも会長賞へ挑戦されるク

ラブが少ないように聞いています。 

そして今、自分に何が出来るか。各人が問うて頂きたい。 

１、例会場をどのように考えているか → 礼 
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１、友達はいるか → 友達を作る事 → 維持へ 

１、食事に感謝しているか 

１、今日は何か良い事をしたか → 財団へ寄付 

１、いつも例会のお手伝いをしているか 

ロータリーという船はすべてが乗組員である事、 

ロータリーの価値観を『入りて学び、出でて奉仕』 

土田 貢・山下 明・山本 辰男 各会長にはお渡しして

あります。 

『私のロータリー』をお知らせください。 

『脚下照顧』 

１、充実したクラブづくりがロータリーを救う 

１、良きロータリアンであり続けるためには 

１、そして今、私はロータリーのために何が出来るか 

始まったばかりのガバナー年度です。今後ともよろしくご

指導くださいます様お願い申し上げます。 

本日はありがとうございました。 

 

 

＜謝 辞＞  

高山西ＲＣ会長    山下 明 様 
 

ガバナー 加賀 修 様におかれましては、大変お忙しい

中、また遠路はるばる訪問していただき、そしてただ今の

卓話で加賀節とでもいいますか、独特な表現で、今年度の

テーマや方針を語っていただき有り難うございました。 

今年度の RI会長の『ロータリーを実践し、みんなに豊か

な人生を』とのテーマを受けられて、ガバナーは当地区の

方針を『脚下

照顧』との四

文字熟語で表

現なされ、“例

会はロータリ

ーの原点” 

“親睦と職業

奉仕”を通じ

て、本気にな

って実践をと

の話をして頂

きました。  

各クラブの特色もありますので、個々のクラブの実情に応

じて、気を込めて実践したいと思っております。本日はど

うも有り難うございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ニコニコＢＯＸ＞ 

 

本日はよろしくお願いします。 
 ガバナー・・・・加賀 修 様 
 

ガバナー公式訪問 よろしくお願いします。  
地区代表幹事 一色 利之 様 

地区幹事 水谷 茂樹 様 

 

本日はよろしくお願いします。 

     濃飛グループガバナー補佐・・勝川 生年 様 

 

加賀ガバナー 本日はよろしくお願いします。 
 地区青少年育成小委員会委員長 永家 将嗣 
 

 

 

国際ロータリー第２６３０地区ガバナー 加賀 修 様、
地区代表幹事 一色 利之 様、地区幹事 水谷 茂樹 
様、濃飛グループガバナー補佐 勝川 生年 様のご来訪
を歓迎致します。この一年間のご指導をよろしくお願い申
し上げます。  

高山ＲＣ 会長 土田 貢 
   高山西ＲＣ 会長 山下 明 

   高山中央ＲＣ 会長 山本 辰男 

 

 

 

 

 


